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み
な
さ
ま
に
は
、
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
し
い
天
皇
陛
下
が
御
即
位
さ
れ
、
新
元
号
「
令
和
」
が
幕
を
開
け
ま
し

た
。
一
つ
の
時
代
が
終
わ
る
こ
と
に
一
抹
の
寂
し
さ
を
抱
え
な
が
ら
も
、「
令
和
が

穏
や
か
な
時
代
へ
」
の
期
待
に
包
ま
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
に
と
っ
て
は
昨
年
も
自
然
の
厳
し
さ
を
実
感
す
る
年
で
し

た
。
夏
に
は
梅
雨
の
長
雨
と
猛
暑
に
悩
ま
さ
れ
、
秋
に
は
15
号
、
19
号
と
超
大
型
の

台
風
が
関
東
を
襲
い
、
管
内
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
Ｊ
Ａ
で
は
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」
と
「
農
業
生
産
の
拡
大
」、「
地

域
の
活
性
化
」
を
目
標
に
掲
げ
、「
創
造
的
自
己
改
革
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
の
が「
農
家
手
取
り
最
大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
す
。
３
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
水
稲
除
草
剤
の
水
口
処
理
は
、
散
布
の
手
間
が
省

け
る
と
み
な
さ
ま
か
ら
ご
支
持
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
さ
ら
に
他
の
剤
型

で
の
ご
提
案
も
は
じ
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昨
年
、
特
に
力
を
入
れ
た
の
が
Ｊ
Ａ
の
魅
力
を
若
い
世
代
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
た
め
の
活
動
で
す
。
１
月
と
10
月
に
は
、
農
業
後
継
者
を
は
じ
め
と
し
た
組
合
員
子

弟
の
婚
活
支
援
の
た
め
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
が
近
隣
の
住

宅
展
示
場
等
を
訪
問
し
て
住
宅
ロ
ー
ン
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
11
月
に
は
「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」を
開
き
、地
域
の
子
供
達
に
交
通
マ
ナ
ー
や
ル
ー

ル
を
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
自
己
改
革
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
評
価
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
み

な
さ
ま
に
ご
協
力
と
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
の
12
月
号
で
ご
報
告
い
た
し
ま
し
た
通
り
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
徹
底
し
た
対
話
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
み
な
さ
ま
の
期
待
に
お

応
え
で
き
る
よ
う
な
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
、
地
域
、
そ
し
て
Ｊ
Ａ
を
と
り
ま
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
も
営
農
・
経
済
事
業
を
柱
に
基
盤
づ
く
り
を
行
い
な
が
ら
、
金
融
・
共

済
事
業
を
充
実
さ
せ
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

新
し
い
年
が
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
、
ま
た
地
域
農
業
に
と
っ
て
実
り
多
き
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で

　　　新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

代
表
理
事
組
合
長
　
坂
　
本
　
富
　
雄

❷



12
月
27
日
の
主
な
議
案

①
第
24
回
通
常
総
代
会
の
開
催
日

程
に
つ
い
て

②
役
員
改
選
手
続
き
に
つ
い
て

③
令
和
元
年
台
風
19
号
災
害
対
策

特
別
資
金
融
資
要
項
の
制
定
に
つ

い
て

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

２
月
３
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
行
田
中
央
支
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

理
事
会
か
ら

税
務
法
律
相
談

2
月
３
日
に
行
田
で
開
催

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

　
Ｊ
Ａ
埼
玉
県
中
央
会
と
Ｊ
Ａ
埼

玉
県
農
政
対
策
委
員
会
が
主
催
す

る
「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

者
が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。
管
内

の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

作
文
の
部

◎
埼
玉
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

会
長
賞

　
加
須
市
立
北
川
辺
西
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

侑
杜

◎
埼
玉
県
農
協
農
政
対
策
委
員
会

委
員
長
賞

　

加
須
市
立
加
須
南
小
学
校
５
年

　
　
　
　
　
　
　
　

庭
野　

瑠
楓

◎
埼
玉
県
学
校
給
食
会
理
事
長
賞

　

加
須
市
立
礼
羽
小
学
校
１
年

　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原　

隼
太

　

加
須
市
立
三
俣
小
学
校
４
年

　
　
　
　
　
　
　
　

南
雲　

美
空

◎
全
農
埼
玉
県
本
部
運
営
委
員
会

会
長
賞

　

加
須
市
立
加
須
西
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

儘
田　

華
杏

第
44
回「
ご
は
ん・お
米
と

わ
た
し
」作
文・図
画
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
者
発
表

◎
優
秀
賞

　

行
田
市
立
泉
小
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

航
誠

　

加
須
市
立
大
桑
小
学
校
４
年

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
栁　

杏
奈

　

加
須
市
立
加
須
南
小
学
校
５
年

　
　
　
　
　
　
　
　

大
下　

晃
輝

　
羽
生
市
立
三
田
ヶ
谷
小
学
校
４
年

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
﨑　

悠
杏

図
画
の
部

◎
全
農
埼
玉
県
本
部
運
営
委
員
会

会
長
賞

　
加
須
市
立
北
川
辺
西
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

侑
杜

◎
優
秀
賞

　

羽
生
市
立
須
影
小
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

莉
子

☆
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品

（
優
秀
賞
を
除
く
）
は
、「
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
さ
い
た
ま
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
「
Ｊ
Ａ
共
済
小
・

中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表

彰
式
が
12
月
７
日
に
加
須
市
内
で

開
か
れ
ま
し
た
。
管
内
の
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

半
紙
の
部

◎
特
賞

　

加
須
市
立
加
須
南
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤　
　

凜

◎
金
賞

　

行
田
市
立
泉
小
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

里
奈

　

羽
生
市
立
羽
生
北
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
島　

里
桜

　

羽
生
市
立
南
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

萌
恵

◎
銀
賞

　

鴻
巣
市
立
屈
巣
小
学
校
１
年

　
　
　
　
　
　
　
　

武
井
陽
万
莉

◎
銅
賞

　

加
須
市
立
田
ケ
谷
小
学
校
１
年

　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
川　

陽
菜

　

行
田
市
立
埼
玉
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　

寺
山　

奈
那

　

加
須
市
立
北
川
辺
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

武　
　

愛
翔

◎
佳
作　
　
　
　
　
　
　
　

１
名

条
幅
の
部

◎
特
賞

　

羽
生
市
立
東
中
学
校
１
年

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

琴
子

◎
金
賞

　

行
田
市
立
北
小
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

大
木　

優
太

　

鴻
巣
市
立
屈
巣
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　

川
島　

美
咲

◎
銀
賞

　

行
田
市
立
北
小
学
校
１
年

　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

百
果

　

羽
生
市
立
羽
生
南
小
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
須　

渚
奈

　

羽
生
市
立
羽
生
北
小
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

莉
奈

　

行
田
市
立
北
小
学
校
４
年

　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

心
音

◎
銅
賞

　

行
田
市
立
泉
小
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

池
端　

咲
奈

　

羽
生
市
立
羽
生
北
小
学
校
５
年

　
　
　
　
　
　
　
　

木
部
日
良
地

　

行
田
市
立
西
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　

三
畑　

悠
陽

　

羽
生
市
立
西
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

航
平

◎
佳
作　
　
　
　
　
　
　
　

４
名

Ｊ
Ａ
共
済

書
道
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
発
表

国が支え
る 安心が大

きくなる

担い手積立年金
［愛称］

詳細な農業者年金の内容やご相談について
は、ＪＡほくさいか農業委員会または農業者
年金基金にお問い合わせ下さい。

独立行政法人農業者年金基金
☎03-3502-3942（企画調整室）
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淑
気
満
つ
村
の
鎮
守
の
鈴
の
音　
　
　
　
　

加　

須　

松
本　
　

清

橙
を
飾
り
我
が
身
を
正
し
け
り　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

未
来
へ
の
言
葉
を
つ
づ
る
初
硯　
　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

内
孫
も
外
孫
も
ゐ
て
今
朝
の
春　
　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

我
が
町
聳
え
る
城
や
初
景
色　
　
　
　
　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

萬
物
の
こ
こ
ろ
躍
ら
す
初
日
の
出　
　
　
　

加　

須　

田
口　

悦
子

真
っ
新
の
皿
に
盛
る
夢
去
年
今
年　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

ほ
ど
ほ
ど
の
予
定
う
れ
し
や
初
暦　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

大
根
の
首
長
く
し
て
陽
を
拾
ふ　
　
　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

生
あ
る
内
は
こ
の
初
空
が
永
久
に
欲
し　
　

羽　

生　

五
十
嵐
弘
子

鯛
焼
き
の
つ
ぶ
餡
が
好
き
尻
尾
好
き　
　
　

加　

須　

立
野
よ
り
子

臨
場
感
４
画
面
の
初
詣　
　
　
　
　
　
　
　

羽　

生　

杉
山　
　

榮

山
遠
く
海
遠
く
棲
み
初
明
か
り　
　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

初
厨
自
慢
の
味
に
満
た
す
な
り　
　
　
　
　
　

〃　
　

戸
田　

達
子

老
け
る
今
学
び
は
楽
し
初
句
会　
　
　
　
　
　

〃　
　

中
島　

价
市

正
月
や
生
み
た
て
卵
亡
き
父
に　
　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

縄
藁
で
括
る
白
菜
富
士
ま
じ
か　
　
　
　
　

加　

須　

野
中　

栄
子

木
の
葉
髪
鏡
の
中
の
ひ
と
り
言　
　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

揺
れ
動
く
休
耕
田
の
泡
立
草　
　
　
　
　
　

加　

須　

夢
川　

照
子

大
枯
野
秩
父
連
山
夕
映
え
る　
　
　
　
　
　

羽　

生　

道
給　

㐂
仙

ド
ラ
イ
ブ
の
窓
を
流
る
る
夕
紅
葉　
　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

初
詣
家
族
揃
っ
て
幸
祈
る　
　
　
　
　
　
　

羽　

生　

小
林　

春
江

※
３
月
号
へ
の
投
句
は
、
１
月
24
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８‒

８
５
１
３ 

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農
販
売
課
（
住
所
不
要
）
宛

て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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折
原
野
歩
留　

選

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
ほ
ど
の
幸
せ
初
笑 

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

（評）
「
お
も
し
ろ
い
な
ぁ
」。
テ
レ
ビ
漫
画
で
お
馴
染
み
の
サ
ザ
エ
さ

ん
一
家
は
、
平
凡
な
家
庭
の
平
凡
な
暮
ら
し
が
ユ
ニ
ー
ク
に
描
か

れ
茶
の
間
の
人
気
に
な
っ
て
い
る
。
あ
ま
り
欲
を
か
か
ず
、
ほ
ど

ほ
ど
の
生
活
が
一
番
幸
せ
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
福
笑
い
の
取
り

合
わ
せ
が
言
い
得
て
妙
。

令和元年度 ＪＡほくさい 彩
あや

女
め

セミナー

「豊洲市場」見学
日帰りバスツアー参加会員募集

ＪＡほくさい管内にお住いの女性

40名

２月21日㈮

彩女セミナーでは、㈱農協観光主催

の「豊洲市場」見学と築地市場＆巣

鴨商店街日帰りバスツアーにご参加

いただける会員を募集しています。

３月12日㈭ 5,000円（税込）実 施 日

✿彩女セミナーに関するお問い合わせは、
　ＪＡほくさい本店営農部営農支援課彩女セミナー係（☎048-563-3000）で承ります。

ＪＡほくさい本店（8:30発）＝＝豊洲市場（見

学・昼食）＝＝築地場外市場＝＝巣鴨地蔵通り

商店街＝＝ＪＡほくさい本店（17:30着）

☆豊洲市場は青果棟のみの見学です。
☆ツアーの参加には彩女セミナーの会員登録
と別途（株）農協観光埼玉支店との旅行契
約が必要です。

■旅行企画・実施：㈱農協観光埼玉支店

会員資格

定　　員

申込締切

参 加 費

行
　
程

築地場外市場と
巣鴨地蔵通り商店街も

イメージ

❼



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８～10頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

歌謡ショーを堪能 ～年金友の会会員の集い～
　年金友の会（箱島登会長）は、加須
市のむさしの村で毎年恒例の会員の集
いを開きました。12月３日から13日
までの９日間で、全支部から会員
2,463名が参加しました。
　式典・講演と歌謡ショーの２部構成
で行いました。式典では各支部長や
JA坂本富雄組合長らが挨拶し、日ご
ろのJA利用と会員拡大のお礼を述べ
ました。また、行田・羽生・加須警察

署の警察官が、近年増えている金融犯罪につい
て注意を促しました。
　後半は日野美歌さんの歌謡ショーを開催。往
年のヒット曲「氷雨」などを披露し、会場を沸
かせました。各支部の代表からイチゴやキュウ
リ、お米などがプレゼントされると、日野さん
は「これが一番好きな食べ物です。」と喜んで
いました。

いいきゅうりの日に加須のキュウリをＰＲ
　ＪＡ農産物販売促進員は、11月19日の「いいきゅうりの日」に
加須市園芸組合（儘田兼一組合長）のキュウリをＰＲしました。
　このキャンペーンは、出荷先の東京青果株式会社からの依頼を受
けて行ったもので、武蔵浦和駅のショッピングセンターの店頭に立
った２名が６等分に切った試食を配布しました。
　この日店頭に並んだのは、朝９時までにＪＡに集荷される朝どれ
のキュウリ。味見したお客さまは「とてもみずみずしい」と驚き、次々
と買い物かごへ入れていきました。夕方には売り場に並んだキュウ
リの山がなくなるほどの売れ行きでした。

年金友の会でグラウンド・ゴルフ大会
　年金友の会では、健康増進と会員相互の親睦を深めるため、各支部でグラウンド・ゴルフ大会を開いています。
　11月19日は、行田支部（大澤邦夫支部長）が行田市総合公園で行いました。会員83名が参加し、南河原支店
管内の松島清さんが優勝しました。また、91歳で参加した行田南支店管内の戸塚よし子さんには最高年齢賞が
贈られました。
　加須支部（清水一雄支部長）は、11月21日に加須市民運動公園で行いました。参加したのは会員90名。優勝
は不動岡地区の荻原靜子さんでした。
　川里支部（相原栄支部長）は、12月４日に行いました。会場の川里中央公園に集まったのは、会員56名。共
和地区の稲村正訓さんが優勝しました。

挨拶する箱島会長
彩のかがやきをプレゼントする
行田市の加藤万吉さん㊨

【行田支部】
【加須支部】荻原さん（前列中央）と入賞
した皆さん

【川里支部】稲村さん（前列中央）と相原
支部長（後列左）、入賞した皆さん

❽



直売所を身近に感じて～騎西農産物直売所利用組合～
　ＪＡほくさい騎西農産物直売所利用組合は、11月９日に加須市中種足のほ場で「直売所ふれあいまつり」を
開きました。
　このイベントは、石川久雄組合長が「農業体験を通して農
業の素晴らしさを体感していただき、直売所をもっと身近に
感じてもらえるようなイベントを」と発案し、今回初めて行
いました。
　参加したのは、日頃同直売所を利用する21家族68名。組
合員が栽培したサツマイモの収穫を楽しみました。加須市内
から小学生の女の子を連れて参加したお母さんは「乱暴に掘
ると芋が傷ついてしまい想像以上に大変でしたが、子供がと
ても喜んでおり、良い経験をさせることができました。」と
話し、買い物袋いっぱいのサツマイモを持ち帰りました。

アンパンマンと楽しく交通ルールを学びました！
　ＪＡは、11月23日に本店で「JA共済アンパンマン交通安全キャラバン」を開きました。
　参加したのは、羽生市内の未就学児親子481名。アンパンマンやばいきんまんから信号の見方や歩道の渡り方
などを教わりました。いずれの子も真剣な表情で聞き入っていました。後半に行われた握手会では、参加した子
供たちがアンパンマンたちにハイタッチしたり、抱き着いたりしながらふれあいました。
　羽生中央支店管内から参加した親子に「どうでしたか？」と声をかけると、お母さんよりも先に６歳の女の子
が「楽しかったー！」と大きな声で答えてくれました。

「彩のかがやき」と「彩のきずな」を食べ比べ
～北埼玉農業振興連絡協議会～

　北埼玉農業振興連絡協議会（坂本富雄会長）は、11月10日に川里中央公園
で行われた「かわさとフェスティバル2019」に出展し、管内産米をＰＲしま
した。
　管内行政とＪＡなどで組織する同会。ブースでは、「彩のかがやき」と「彩
のきずな」の食べ比べアンケートを行いました。名前を伏せたままの新米を一
口ずつ配り、どちらの品種が好みかを募りました。それぞれ、「甘い」「もちも
ちしている」と歓声をあげながら味見した参加者。90対58で、彩のかがやき
に軍配があがりました。　
　また、台風19号被害への募金を呼びかけるために実施した「お米の重量当
てゲーム」はとても大人気で、一日中長い行列ができました。集まった2,975
円は、ＪＡグループさいたまを通じて被災地に寄付されました。

©やなせ・F・T・N
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高品質米の生産を目指して～肥料・農薬相談会～
　JAでは水稲栽培における疑問や課題を解決していただくこ
とを目的に、各支店で肥料・農薬相談会を開いています。
　11月24日に行ったのは、北川辺支店です。同支店では、春
肥料や農薬の共同購入における予約注文のとりまとめを行うこ
の時期に、毎年休日の相談会を開いています。
　肥料や農薬メーカーの担当者に直接話を聞ける貴重な機会と
あり、当日は朝早くから多くの相談者が詰めかけました。特に
多く寄せられたのは、除草剤についての質問です。来場者は難
防除雑草や水持ちの悪いほ場への対策について、熱心に話をき
いていました。

手子林Ｂチームが県民総合体育祭で優勝
　９月12日に行われた第32回埼玉県民総合体育祭兼第19回埼
玉県知事杯ゲートボール大会で、年金友の会羽生支部の会員ら
で構成した手子林Ｂ（斉藤恒夫主将・増田春雄さん・江森孝子
さん・儘田喜代子さん・栗本保子さん）チームが優勝しました。
　試合は彩の国くまがやドームで行われ、県内から集まった
50チームが10コートに分かれ４試合を戦いました。
　江森さんは「この日はそれぞれが好調で、息もぴったり合っ
た。これを励みに、これからも練習に励んでいきたい。」と喜
びを話しています。

羽生の箱島さんが先生に
　羽生市稲子の水稲農家・箱島登さんは、11月22日に羽生市立
川俣小学校（酒井春雄校長）の児童の訪問を受けました。
　この日訪れたのは、３年生児童15名。社会科の授業の一環で「農
家の仕事」を学ぶことが目的です。子供たちがあらかじめ提出し
た質問は「美味しいお米を作るにはどうしたらいいですか」や「な
ぜ機械で作業するのですか」など。箱島さんがひとつずつ丁寧に
答えました。
　後半には大根の収穫体験が行われました。深く埋まった大根は
なかなか抜けませんでしたが、居合わせたＪＡ職員がサポートしました。太く大きな大根を手にした児童は「今
日の晩ごはんにしてもらう。」と大喜び。引率した教諭は「大切なのは、苦労して作られた大根を美味しくいた
だくこと。」と子供たちに呼びかけました。

愛されるＪＡを目指して～職員コンプライアンス研修会～
　ＪＡは、11月20日と26日に本店でコンプライアンス研修会を
行いました。パートや派遣を含む職員503名が受講しました。
　ＪＡバンク埼玉県信連の板橋俊輝職員から内部統制やマネーロ
ンダリング対策についての講習を受けたほか、本店人事課の中村
哲也課長と服務心得を確認しました。
　立ち会った坂本富雄組合長は「コンプライアンスという言葉が
定着して約20年。法を守ることはもちろん、組合員や地域の皆
さまに気持ちよくご利用いただけるような対応を心がけることが
職員としての使命。」と呼びかけました。

職員に呼びかける坂本組合長㊨

�



い
ち
じ
く
栽
培
を
は
じ
め
て
み
よ
う

　

い
ち
じ
く
は
栄
養
豊
富
な
た
め
、

再
び
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
い
ち
じ
く
の
栽
培
方
法
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
品
種
】

　

い
ち
じ
く
に
は
様
々
な
品
種
が

あ
り
ま
す
。「
蓬
莱
柿
」
は
や
や

小
玉
で
す
が
、
味
の
良
い
品
種
で

す
。「
ド
ー
フ
ィ
ン
」
は
着
果
量

が
多
く
、
栽
培
し
や
す
い
品
種
で

す
。
ま
た
、
日
持
ち
が
い
い
の
も

特
徴
で
す
。

【
適
し
た
土
壌
】

　

い
ち
じ
く
は
耐
水
性
の
低
い
果

樹
で
あ
る
た
め
、
排
水
の
良
い
土

壌
が
適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
酸

度
は
一
般
的
な
作
物
と
違
い
、
中

性
～
弱
ア
ル
カ
リ
性
が
適
正
で
す
。

必
要
に
応
じ
て
石
灰
を
施
用
し
て

く
だ
さ
い
。

【
一
文
字
整
枝
】

　

い
ち
じ
く
の
樹
形
は
開
心
自
然

形
、
一
文
字
整
枝
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
管
理
が
し
や
す
く
、

収
量
も
期
待
で
き
る
一
文
字
整
枝

を
紹
介
し
ま
す
。

定
植

　

三
月
中
旬
～
四
月
上
旬
に
定
植

を
し
ま
す
。
凍
害
を
避
け
る
た
め

に
も
暖
か
く
な
っ
て
か
ら
植
え
る

の
が
お
す
す
め
で
す
。
植
え
付
け

後
、
40
～
50
㎝
ほ
ど
の
高
さ
で
切

り
返
し
ま
す
（
上
か
ら
二
番
目
、

三
番
目
の
芽
を
新
梢
と
し
て
使
い

ま
す
）。

芽
か
き
、
新
梢
管
理

　

五
月
に
芽
か
き
を
行
い
ま
す
。

力
の
揃
っ
た
2
本
の
新
梢
を
来
年

の
主
枝
候
補
と
し
て
残
し
、
他
の

芽
を
摘
み
ま
す
。
来
年
度
に
は
新

梢
（
主
枝
候
補
）
を
横
に
倒
す
た

め
、
新
梢
の
基
部
は
20
㎝
ほ
ど
水

平
に
出
し
て
か
ら
斜
め
45
度
に
仕

立
て
ま
す
（
図
１
）。
仕
立
て
後

も
適
宜
、
伸
び
た
新
梢
を
支
柱
に

誘
引
し
ま
す
。
ま
た
、
不
要
な
副

梢
を
取
り
除
き
ま
す
。

整
枝

　

定
植
2
年
目
の
3
月
上
旬
に
主

枝
の
2
/
3
の
長
さ
を
残
し
て
切

り
落
と
し
ま
す
（
目
安
１
・
２
ｍ
）。

そ
の
後
、
芽
が
出
る
前
（
４
月
上

旬
ご
ろ
）
に
枝
を
水
平
に
倒
し
ま

す
。
主
枝
の
形
が
つ
く
れ
た
ら
、

芽
（
今
年
の
結
果
枝
）
が
40
～
50

㎝
間
隔
に
な
る
よ
う
に
芽
か
き
を

し
ま
す
。
基
本
的
に
横
か
ら
斜
め

下
向
き
の
芽
を
残
し
ま
す
が
、
主

枝
先
端
部
分
は
主
枝
延
長
の
た
め

に
横
か
ら
斜
め
上
向
き
の
芽
を
残

し
ま
す
。

誘
引

　

結
果
枝
の
葉
が
6
枚
ほ
ど
展
開

し
た
こ
ろ
に
誘
引
を
行
い
ま
す
。

誘
引
を
す
る
こ
と
で
、
風
対
策
に

な
り
ま
す
（
図
２
）。

新
梢
摘
芯

　

8
月
に
着
果
し
た
果
実
（
20
段

前
後
）
は
秋
の
低
温
に
当
た
る
た

め
、
最
終
的
に
収
穫
す
る
こ
と
が

難
し
い
の
で
、
果
実
が
20
段
前
後

つ
い
た
と
こ
ろ
で
新
梢
先
端
を
摘

芯
し
ま
し
ょ
う
。

剪
定

　

結
果
枝
を
更
新
す
る
た
め
、
枝

を
落
と
し
ま
す
。
3
月
上
中
旬
ご

ろ
に
基
部
か
ら
2
節
ほ
ど
を
残
す

よ
う
に
行
い
ま
す
。

【
オ
イ
リ
ン
グ
】

　

オ
イ
リ
ン
グ
と
は
、
果
実
肥
大

を
早
め
、
収
穫
を
早
め
る
こ
と
が

で
き
る
技
術
で
す
。
ス
ポ
イ
ト
を

用
い
て
、
食
用
油
を
果
実
の
目

（
果
頂
部
の
開
口
部
）
に
つ
け
ま

す
。
収
穫
の
14
日
前
（
果
実
の
緑

色
が
抜
け
、
目
の
紅
色
部
分
が
濃

く
な
っ
た
こ
ろ
）
に
行
い
ま
す
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
─６
１
─３
９
１
１

S
︲
G
A
P
で

農
業
を
総
点
検

図２．誘引

図１．新梢管理

　

G
A
P
は
、
自
ら
点
検
項
目
や

取
組
内
容
、
各
種
規
定
を
決
め
て

い
き
ま
す
。 

法
令
を
遵
守
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
分

た
ち
の
農
場
に
最
も
適
し
た
ル
ー

ル
を
作
成
し
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
何
気
な
く
し
て
い
る
行

為
に
ち
ょ
っ
と
で
も
「
な
ぜ
？
」

と
思
っ
た
ら
、
そ
こ
に
改
善
の
余

地
が
あ
り
ま
す
。
G
A
P
を
す
れ

ば
、
こ
の
「
な
ぜ
？
」
と
い
う
気

づ
き
が
増
え
、
考
え
る
力
が
向
上

し
ま
す
。
問
題
が
起
こ
る
ま
え
、

ど
こ
か
で
「
あ
れ
？
」
っ
て
思
っ

た
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
う

い
っ
た
日
常
に
隠
れ
て
い
る
何
気

な
い
リ
ス
ク
に
気
づ
き
、
適
切
に

評
価
・
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

例：農薬汚染リスクが高い環境
　（農薬容器がごちゃまぜ）
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第２回行田農業まつり【12月７日】

第30回羽生市農業まつり【11月17日】

かわさとフェスティバル2019【11月10日】

朝どれブロッコ
リーは開始１時
間で完売

美味！
女性部南河原支
部のお赤飯

焼きそば美味し
く焼けましたよ

農業青年会議所
の花コーナー

大人気！
川里の新鮮キュ

ウリ

種類豊富な熟年
農業者クラブの

野菜

ＪＡほくさい管内

秋のイベント
ご来場ありがとうございました

�



加須市合併10周年記念　第41回加須地域農業まつり【11月10日】

加須市合併10周年記念　第９回加須市童謡のふる里おおとね市民まつり【11月10日】

北川辺ふるさと秋まつり・産業祭【11月３日】

銀杏祭（騎西）【11月３日】 ＪＡ秋の収穫祭（騎西）【11月17日】

ミカンのお味見
どうぞ

Ａコープの人気
商品が並びます

女性部のハーバ
リウム教室

お買い上げありが
とうございます

地元野菜が
お買い得

焼き芋
いかがですか

農産物の加工
品。いろいろ揃
えました

大人気。
アンパンマンふ
わふわ

�



JAほくさい顧問弁護士
  長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

　

私
は
、夫
が
所
有
す
る
自
宅（
建

物
と
そ
の
敷
地
）
で
夫
と
居
住
し

て
い
ま
し
た
が
、
先
月
、
夫
が
死

亡
し
ま
し
た
。
遺
産
は
、
自
宅
の

土
地
建
物（
３
０
０
０
万
円
相
当
）

と
預
貯
金
３
０
０
０
万
円
だ
け
で

す
。
相
続
人
は
妻
の
私
と
長
男
の

２
人
で
す
。
長
男
は
、
私
を
長
男

の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
同
居
さ
せ
て
自

宅
を
売
却
し
、
売
却
代
金
と
預
貯

金
を
2
分
の
1
ず
つ
分
け
る
と
主

張
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
今
後
も

住
み
慣
れ
た
自
宅
に
居
住
し
、
預

貯
金
も
老
後
の
備
え
に
あ
る
程
度

は
欲
し
い
で
す
。

　
相
続
人
が
亡
夫
の
妻
と
長
男
の
2

人
で
あ
る
場
合
、
法
定
相
続
分
は
各

自
2
分
の
1
と
な
り
ま
す
か
ら
、
長

男
か
ら
亡
夫
の
遺
産
を
法
定
相
続
分

に
従
っ
て
分
割
す
る
こ
と
を
要
求
さ

れ
る
と
、
自
宅
を
妻
が
取
得
す
る
と

預
貯
金
は
長
男
が
、
預
貯
金
を
妻
が

取
得
す
る
と
自
宅
は
長
男
が
取
得
す

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
な
る
と
、
夫
亡
き
後
も
住
み

慣
れ
た
自
宅
に
住
み
つ
つ
、
老
後
に

備
え
て
預
貯
金
も
あ
る
程
度
は
欲
し

い
と
い
う
あ
な
た
の
希
望
を
実
現
す

る
こ
と
は
困
難
と
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
現
行
法
に
お
い
て
は
、

長
男
が
親
思
い
で
、
例
え
ば
、「
自

宅
の
土
地
建
物
を
あ
な
た
と
長
男
が

共
有
取
得
し
、
あ
な
た
が
終
生
無
償

で
居
住
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
預
貯

金
に
つ
い
て
は
折
半
す
る
。」
な
ど

の
よ
う
に
、
長
男
が
母
親
の
願
い
を

叶
え
る
内
容
の
遺
産
分
割
が
成
立
し

な
い
限
り
、
あ
な
た
の
希
望
を
実
現

す
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
不
都
合
を

回
避
す
る
た
め
、
改
正
相
続
法

（
2
0
2
0
年
4
月
1
日
以
降
の
相

続
に
適
用
さ
れ
ま
す
。）
は
、
配
偶

者
の
一
方
が
死
亡
し
た
場
合
、
他
方

配
偶
者
（
生
存
配
偶
者
）
の
居
住
権

を
保
護
す
る
た
め
、「
配
偶
者
居
住

権
」
と
い
う
新
し
い
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
（
改
正
民
法
1
0
2
8
条
）。

　

配
偶
者
居
住
権
と
は
、
例
え
ば
、

夫
が
死
亡
し
た
当
時
、
夫
の
所
有
建

物
に
夫
と
居
住
し
て
い
た
妻
は
、
同

建
物
を
他
の
共
同
相
続
人
が
相
続
し

た
場
合
で
も
、
同
建
物
に
、
原
則
と

し
て
終
身
に
わ
た
り
、
無
償
で
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
権
利

で
す
。
高
齢
化
が
進
む
今
日
に
お
い

て
、
高
齢
の
配
偶
者
が
長
年
住
み
慣

れ
た
自
宅
を
離
れ
て
新
た
な
土
地
で

生
活
を
始
め
る
こ
と
は
、
精
神
的
、

肉
体
的
に
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と

か
ら
、
高
齢
の
配
偶
者
の
居
住
権
を

保
護
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

妻
が
こ
の
よ
う
な
配
偶
者
居
住
権

を
取
得
で
き
る
の
は
、
次
の
３
つ
の

場
合
で
す
。

①
共
同
相
続
人
間
に
お
い
て
、
被
相

続
人
の
妻
が
配
偶
者
居
住
権
を
取

得
す
る
こ
と
の
合
意
が
成
立
し
た

と
き
、

②
被
相
続
人
の
妻
が
家
庭
裁
判
所
に

配
偶
者
居
住
権
を
取
得
す
る
旨
の

申
し
出
を
し
、
か
つ
、
当
該
建
物

を
相
続
す
る
相
続
人
が
受
け
る
不

利
益
の
程
度
を
考
慮
し
て
も
、
な

お
妻
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

と
き
、

③
被
相
続
人
（
亡
夫
）
が
遺
言
に
よ

り
妻
に
配
偶
者
居
住
権
を
遺
贈
し

た
と
き
、

の
い
ず
れ
か
の
場
合
で
す
。（
同
法

1
0
2
9
条
）

　

こ
の
配
偶
者
居
住
権
は
、
賃
借
権

に
類
似
す
る
法
定
債
権
と
さ
れ
、
遺

産
（
相
続
財
産
）
の
一
種
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
、
従
っ
て
、
妻
が
配
偶

者
居
住
権
を
取
得
す
る
場
合
、
妻
は
、

自
己
の
具
体
的
相
続
分
か
ら
配
偶
者

居
住
権
の
評
価
額
を
控
除
し
た
残
額

に
つ
い
て
遺
産
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
、
配
偶
者
居
住
権

の
評
価
額
を
ど
の
よ
う
に
算
定
す
る

か
は
、
未
だ
法
は
明
確
な
基
準
を
示

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
の
判
例

夫
亡
き
後
も
自
宅
に
居
住
し
た
い

―
本
年
か
ら
配
偶
者
は
終
生
、
居
住
可
も

の
動
向
を
み
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
配
偶
者
居
住
権
の
評

価
額
は
、
自
宅
の
土
地
建
物
の
評
価

額
と
比
較
し
て
、
か
な
り
低
額
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
事
例
に
つ
い
て
、
仮

に
夫
が
改
正
相
続
法
が
施
行
さ
れ
る

本
年
（
2
0
2
0
年
）
4
月
1
日
以

降
に
死
亡
し
、
か
つ
、
妻
が
上
記
①

な
い
し
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て

配
偶
者
居
住
権
を
取
得
し
た
場
合
に

お
い
て
、
配
偶
者
居
住
権
が
自
宅
の

評
価
額
3
0
0
0
万
円
の
3
分
の
1

す
な
わ
ち
1
0
0
0
万
円
と
評
価
さ

れ
る
と
、
妻
の
あ
な
た
は
、
配
偶
者

居
住
権
（
1
0
0
0
万
円
）
の
ほ
か

預
貯
金
2
0
0
0
万
円
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
、
長
男
は
土
地
建
物

2
0
0
0
万
円
（
3
0
0
0
万
円
‒

配
偶
者
居
住
権
1
0
0
0
万
円
）
と

預
貯
金
1
0
0
0
万
円
を
取
得
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
妻
が
配
偶
者
居

住
権
を
取
得
す
る
と
、
妻
は
住
み
慣

れ
た
自
宅
に
終
生
、
無
償
で
居
住
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
う
え
、
預
貯

金
も
か
な
り
の
額
を
取
得
す
る
こ
と

で
き
、
老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

�



二重マスの文字を
A ～ D の 順 に 並
べてできる言葉は
何でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
元
日
の
寺
社
が
混
雑
す
る
理
由

❷
霊
峰
も
銀
峰
も
こ
れ
で
す

❸
バ
イ
オ
リ
ン
や
ビ
オ
ラ
よ
り
大
き

な
弦
楽
器

❹
魚
偏
に
里
と
書
く
魚

❺
破（
わ
）れ
鍋
に
お
似
合
い
で
す

❽
一
─
─
二
タ
カ
三
ナ
ス
ビ

❿
擦
り
む
い
た
膝
や
あ
か
ぎ
れ
に
塗

り
ま
す

⓬
浅
草
寺
の
表
参
道
に
あ
る
─
─
商

店
街

⓭
今
よ
り
前
の
時
点

⓯
て
こ
の
─
─
を
利
用
し
て
重
い
物

を
動
か
し
た

⓱
グ
ー
と
パ
ー
で
は
パ
ー
の
方

⓲
英
語
で
は
k
i
n
g
と
言
い
ま
す

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

販
売
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
２
年
１
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
12
月
号
の
答
〉

　

ク
リ
ス
マ
ス

タ
テ
の
カ
ギ

❶「
生
麦
生
米
生
卵
」と
か「
東
京
特

許
許
可
局
」と
か

❻
夫
の
配
偶
者
で
す

❼
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
の
こ

と❽
ゆ
っ
く
り
つ
か
っ
て
「
極
楽
、
極

楽
～
」

❾
剣
や
弓
矢
、
大
砲
な
ど
の
こ
と

⓫
首
の
後
ろ
側
の
部
分

⓭
─
─
を
の
ん
で
な
り
ゆ
き
を
見
守

っ
た

⓮
刑
事
を
意
味
す
る
俗
語

⓯
お
酒
は
飲
め
な
い
体
質
で
す

⓰
こ
た
つ
に
似
合
う
果
物

⓲
♂
の
記
号
で
表
す
こ
と
も

⓳
だ
て
巻
き
、
数
の
子
、
黒
豆
な
ど

を
重
箱
に
詰
め
て
用
意
し
ま
す

☆
11
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
10
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
グ
ッ
ズ
を
お
送

り
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
は
子
年
。
ね
ず
み
は
多
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
年
に
は
子
孫
繁
栄
の

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
今
年
は
い
よ
い
よ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
外
国
人
観

光
客
の
増
加
が
著
し
い
近
年
、
今
夏
は
い
つ
に
も
増
し
て
た
く
さ
ん
の
旅
行
者
が
や

っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
・
Ｋ

編
集
後
記

☆
山
本　
芳
男
さ
ま
（
行　

田
）

☆
平
野　
克
行
さ
ま
（
行　

田
）

☆
倉
川　
清
美
さ
ま
（
川　

里
）

☆
磯　
　
富
江
さ
ま
（
羽　

生
）

☆
須
永　
清
子
さ
ま
（
羽　

生
）

☆
酒
井　
ト
ミ
さ
ま
（
加　

須
）

☆
大
嶋　
敏
夫
さ
ま
（
加　

須
）

☆
野
原　
正
則
さ
ま
（
騎　

西
）

☆
大
竹　
直
子
さ
ま
（
騎　

西
）

☆
栗
原　
栄
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

2020
�



J A  H O K U S A I  I N F O R M A T I O N 2020・NO.284

ＪＡほくさい １月号（ɴｏ₂₈₄）₂₀₂₀年１月１日発行
編集・発行／ほくさい農業協同組合　〒₃₄₈︲₈₅₁₃ 埼玉県羽生市東₇︲₁₅︲₃　
TEL ₀₄₈︲₅₆₁︲₆₉₁₁㈹ URL（アドレス） http://jahokusai.jp/

組合長 『新年のごあいさつ』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2
特集 『子年生まれのみなさん大集合』 ‥‥‥‥‥‥‥ 3
INFORMATION ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6
ニュースストーリー ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ₈
営農ワンポイント ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11
ＪＡほくさい管内の秋のイベント ‥‥‥‥‥‥‥‥‥12
長島弁護士の法律相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1₄
クロスワードパズル ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1₅ Ⓒよい食Ｐ

１

迎 春




